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                                                             (2012年 4月) 

                               

★★
イイ
ンン
フフ
ォォ
メメ
ーー
シシ
ョョ
ンン  

●●
出出
雲雲
弥弥
生生
のの
森森
まま
つつ
りり
２２
００
１１
２２  

開開
催催
しし
まま
すす
！！  

４
／
28
（
土
）
の
イ
ベ
ン
ト 

 

★
オ
ー
プ
ニ
ン
グ 

９
時
30
分
～ 

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

「
三
谷
神
社
子
ど
も
獅
子
舞
」 

・
大
津
小
学
校
児
童
に
よ
る
古
代
体

験
学
習
発
表
会 

★
館
長
の
お
話 

「
発
掘
調
査
は
大
変
だ
！
」 

10
時
15
分
～
11
時
15
分 

★
職
員
ミ
ニ
リ
レ
ー
講
座 

 

14
時
～
15
時 

・
神
門
寺
付
近
遺
跡
（
須
賀
照
隆
） 

・
聖
谷
奥Ⅰ
遺
跡 

（
景
山
真
二
） 

★
博
物
館
の
内
部
を
大
公
開
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 

15
時
～ 

 
 

博
物
館
の
舞
台
ウ
ラ
を
特
別
に
公

開
し
ま
す
。（
１
時
間
程
度
） 

★
よ
す
み
ち
ゃ
ん
の
謎
解
き
ク
イ
ズ 

13
時
～
16
時 

 
 

正
解
者
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
！ 

■
に
ぎ
わ
い
コ
ー
ナ
ー 10

時
～
15
時 

【
有
料
】 

お
茶
席
、
屋
台
村
（
ラ
ー
メ
ン
、
唐
揚
、

綿
菓
子
、
ジ
ュ
ー
ス
等
）、
お
花
販
売
、 

よ
す
み
ち
ゃ
ん
の
マ
イ
バ
ッ
グ
作
り
、

ヤ
マ
メ
の
塩
焼
き 

【
無
料
】 

こ
ど
も
手
芸
教
室
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
花

か
ご
作
り
、
木
の
実
の
リ
ー
ス
作
り
）、

ま
て
ば
し
い
飛
ば
し
、
フ
リ
ー
ブ
ロ
ー 

４
／
29
（
祝
・
日
）
の
イ
ベ
ン
ト 

 

★
職
員
ミ
ニ
リ
レ
ー
講
座 

 
 
 
 
 
 
 

14
時
～
15
時  

・
半
世
紀
の
眠
り
か
ら
覚
め
た 

「
長
谷
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」 

（
花
谷 

浩
） 

・
鰐
淵
寺
調
査 

 

（
石
原 

聡
） 

★
博
物
館
の
内
部
を
大
公
開
！ 

10
時
～
、
11
時
～
、
15
時
～ 

★
よ
す
み
ち
ゃ
ん
の
謎
解
き
ク
イ
ズ 

13
時
～
16
時 

■
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館 

 

出
張
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
有
料
） 

■
荒
神
谷
博
物
館 

 

出
張
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
無
料
） 

13
時
～
16
時 

 

            

  

●●
夏夏
季季
特特
別別
展展
（（
予予
告告
））  

「「
よよ
みみ
がが
ええ
るる
なな
！！  

――
中中
村村
古古
墳墳
のの
おお
葬葬
式式
――  

」」  

 ７
／
14(

土)

～
９
／
24(

月) 

 

９
時
～
17
時(

入
館
16
時
30
分
ま
で) 

（火
曜
休
館
／
祝
日
の
場
合
は
翌
日
） 

（８
／
14
（火
）は
開
館
し
ま
す
） 

＊
観
覧
料 

有
料（
高
校
生
以
下
無
料
） 

 

出
雲
市
国
富
町
の
中
村
古
墳
は
、
六 

世
紀
末
～
七
世
紀
初
頭
の
有
力
豪
族

の
お
墓
で
す
。
慎
重
な
発
掘
調
査
の
結

果
、
西
日
本
で
は
珍
し
い
未
盗
掘
墳
で
、

か
つ
、
横
穴
式
石
室
は
最
も
良
好
に
残

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
副

葬
品
は
約
二
百
五
十
点
出
土
し
、
そ
の

中
に
は
豪
華
な
飾
り
を
も
つ
大
刀
や

馬
具
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
全
国
的

に
有
名
な
奈
良
県
藤
ノ
木
古
墳
や
、
島

根
県
内
の
古
墳
の
副
葬
品
な
ど
と
比

べ
、
中
村
古
墳
を
紹
介
し
ま
す
。 

ま
た
、
中
村
古
墳
の
お
葬
式
の
流
れ

を
展
示
し
ま
す
。
特
に
、
埋
葬
が
終
わ

っ
た
後
（
約
十
数
年
後
）
に
「
よ
み
が

え
る
な
！
」
の
祈
り
の
も
と
、
棺
や
副

葬
品
が
壊
さ
れ
た
よ
う
す
を
示
し
ま
す
。

そ
こ
か
ら
、
当
時
の
出
雲
の
人
が
死
に

対
し
て
抱
い
て
い
た
考
え
に
迫
り
ま
す
。 

 

ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ 

よすみちゃん 

昨年のようす 
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★★
特特
集集  

研研
究究
ノノ
ーー
トト
⑤⑤  

古
代
出
雲
の
も
の
つ
く
り 

 
今
年
は
『
古
事
記
』
編
さ
ん
か
ら
一

三
〇
〇
年
の
節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、『
古
事
記
』
が
編

さ
ん
さ
れ
た
奈
良
時
代
の
出
雲
の
「
も

の
つ
く
り
」
に
注
目
し
ま
す
。 

 

「
古
代
出
雲
の
も
の
つ
く
り
」
と
聞

い
て
、
何
を
つ
く
る
光
景
が
思
い
浮
か

ぶ
で
し
ょ
う
か
。古
代
出
雲
と
い
え
ば
、

玉
作
り
や
鉄
生
産
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
人

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し

か
し
、
奈
良
時
代
の
玉
作
り
は
水
晶
の

平
玉
の
製
作
が
中
心
と
な
り
、
出
雲
国

府
や
松
江
市
玉
湯
町
周
辺
だ
け
に
生
産

の
場
は
限
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
鉄
生

産
に
つ
い
て
も
限
ら
れ
た
場
所
で
限
ら

れ
た
人
々
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
、

奈
良
時
代
の
出
雲
の
人
々
に
と
っ
て
は
、

身
近
な
“
も
の
つ
く
り
”
で
は
な
か
っ

た
の
で
す
。 

 

そ
れ
で
は
、
奈
良
時
代
の
出
雲
の

人
々
に
と
っ
て
、
身
近
な
「
も
の
つ
く

り
」
と
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

平
安
時
代
の
法
典
『
延
喜
式
』
に
よ
れ

ば
、
出
雲
国
か
ら
都
へ
税
と
し
て
運
ば

れ
る
品
々
の
多
く
が
、
イ
カ
や
ノ
リ
な

ど
の
海
産
物
と
絹
織
物
や
糸
（
染
色
さ

れ
た
も
の
を
含
む
）・
真
綿
な
ど
の
繊
維

製
品
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
遺

跡
の
出
土
品
と
し
て
は
多
く
残
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
平
安
時
代
の
出
雲
国
は
絹

や
布
（
苧
麻
や
大
麻
）
を
織
る
こ
と
が

“
も
の
つ
く
り
”
の
中
心
だ
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
は
、
奈
良
時
代
も
同
様
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

ひ
と
こ
と
で
織
物
と
言
っ
て
も
、
織

機
に
か
け
る
糸
作
り
、
あ
る
い
は
桑
や

麻
の
栽
培
な
ど
、
か
な
り
の
時
間
と
労

力
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。『
出
雲
国
風
土
記
』
に

は
、
出
雲
大
川
（
現
在
の
斐
伊
川
）
周

辺
が
桑
・
麻
の
よ
く
実
る
土
地
だ
っ
た

と
い
う
記
述
が
あ
り
ま
す
。
奈
良
時
代

の
出
雲
平
野
の
村
々
に
お
い
て
も
、
糸

作
り
の
光
景
が
見
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。 

今
回
の
企
画
展
で
は
、
「
織
る
」
を

中
心
的
な
展
示
と
し
て
い
ま
す
。
織
物

に
関
す
る
出
土
遺
物
の
断
片
か
ら
想
定

さ
れ
る
当
時
の
工
程
は
、
現
在
に
伝
わ

る
機
織
り
の
工
程
と
基
本
的
に
は
変
わ

ら
な
い
の
で
す
。
奈
良
時
代
の
も
の
つ

く
り
に
は
、
現
代
に
つ
な
が
る
「
も
の

つ
く
り
」
の
原
点
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。 

  
 

        

ま
た
、
企
画
展
関
連
の
講
演
会
で
は
、

も
の
つ
く
り
と
流
通
と
の
関
係
の
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

常
設
展
示
室
の
古
代
の
コ
ー
ナ
ー

に
、「
神
門
郡
朝
山
郷
交
易
雑
魚
腊
一
斗
」

と
記
し
た
平
城
宮
出
土
の
荷
札
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
神
門
郡
朝
山
郷
（
現
在

の
出
雲
市
朝
山
町
）か
ら
の
税
と
し
て
、

雑
魚
の
干
物
〃
腊
〄
に
付
け
ら
れ
て
都

へ
送
ら
れ
た
も
の
で
す
。
注
目
さ
れ
る

の
は
、「
交
易
」
と
あ
る
こ
と
で
す
。
つ

ま
り
、
雑
魚
の
干
物
は
交
易
に
よ
っ
て

調
達
さ
れ
た
の
で
す
。『
出
雲
国
風
土
記
』

に
は
、「
大
小
の
雑
魚
・
浜
藻
、
家
に
闐

（
み
）
ち
、
市
人
（
い
ち
び
と
）、
四
（
よ

も
）
よ
り
集
い
て
、
自
然
に
廛
（
み
せ
）

を
成
せ
り
。」と
い
う
記
述
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
朝
酌
の
促
戸
（
あ
さ
く
み
の

せ
と
・
現
在
の
松
江
市
朝
酌
町
）
の
情

景
を
述
べ
た
も
の
で
す
が
、
市
人
が
各

地
か
ら
集
ま
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
奈

良
時
代
の
出
雲
で
は
物
品
の
流
通
が
存

在
し
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
す
。
木
簡

や
『
風
土
記
』
は
雑
魚
の
例
で
す
が
、

布
な
ど
の
品
々
に
つ
い
て
も
、
同
様
に

交
易
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。 

（
髙
橋 

周
） 

             

  

 

二
〇
一
二
年
春
季
企
画
展 

「
古
代
出
雲
の
も
の
つ
く
り 

 

―
織
る
・
塗
る
・
熔
か
す
・
焼
く
―
」 

 
 

 

現
在
開
催
中
～
５
／
14(

月)

ま
で 

 
 

 

観
覧
料
：
３
０
０
円 

 
 
 
 
 

（
高
校
生
以
下
無
料
） 

 
 

 

青木遺跡出土の機織り
の道具（写真提供；古代
出雲歴史博物館） 
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★★
新新
シシ
リリ
ーー
ズズ  

●●
博博
物物
館館
のの
おお
仕仕
事事
紹紹
介介
①①  

「「
文文
化化
財財
のの
写写
真真
撮撮
影影
」」  

 

文
化
財
課
の
仕
事
の
一
つ
に
、
「
文

化
財
の
保
護
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

文
化
財
課
の
核
と
な
る
理
念
で
、
今
回

は
そ
の
中
の
写
真
撮
影
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。 

文
化
財
写
真
の
対
象
は
、
遺
跡
や
遺

物
、
建
造
物
、
古
文
書
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
こ
れ
ら
の
現
状
を
、
明
瞭
か
つ

精
緻
に
写
し
込
み
、
ま
た
、
質
感
を
も

と
ら
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ブ

レ
や
ピ
ン
ボ
ケ
、
デ
ー
タ
量
不
足
な
ど

が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
撮
影
に
成

功
し
た
写
真
は
報
告
書
や
博
物
館
の
図

録
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。  

 

文
化
財
課
で
は
重
要
な
撮
影
対
象
の

合
、
大
判
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
ま
す
。 

フ
ィ
ル
ム
サ
イ
ズ
ば
、
四×

五
イ
ン
チ

で
、三
十
五
ミ
リ
の
十
三･

五
倍
の
大
き 

さ
で
す
。
最
新
型
の
高
額
デ
ジ
カ
メ
よ

り
も
高
画
質
の
写
真
が
残
せ
ま
す
。 

 

先
日
の
三
月
二
日
と
二
十
六
日
に
、

出
雲
大
社
御
本
殿
の
修
理
状
況
の
撮
影

を
し
ま
し
た
。
御
本
殿
の
修
理
が
終
わ

っ
た
状
況
を
写
真
に
残
す
た
め
で
す
。

修
理
用
の
足
場
が
無
く
な
れ
ば
、
近
距

離
撮
影
は
二
度
と
で
き
ま
せ
ん
。
チ
ャ

ン
ス
は
一
回
で
す
。御
本
殿
が
大
き
く
、

一
枚
に
全
体
を
入
れ
る
こ
と
に
は
苦
労

し
ま
し
た
が
、
真
新
し
い
屋
根
、
黒
い

棟
と
千
木
の
美
し
い
姿
を
写
す
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。
今
回
撮
影
し
た
写
真

が
、
六
十
年
後
の
遷
宮
に
も
活
用
さ
れ

れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

  

(

坂
本
豊
治
） 

 

★★
出出
雲雲
市市
のの
おお
宝宝
紹紹
介介
④④  

（（
指指
定定
文文
化化
財財
））  

鳶と
び

が
巣す

城
跡

じ
ょ
う
あ
と 

 

鳶
が
巣
城
跡
は
、
出
雲
平
野
の
北
に

連
な
る
北
山
中
央
部
、
出
雲
市
西
林
木

町
の
標
高
二
八
五
ｍ
の
鳶
が
巣
山
山
頂

に
築
か
れ
て
い
る
山
城

や
ま
じ
ろ

で
す
。
昭
和
三

十
五
年
（
一
九
六
〇
）
に
出
雲
市
指
定

史
跡
に
な
り
、
市
内
の
城
跡
で
は
唯
一

の
指
定
文
化
財
で
す
。 

 

発
掘
調
査
な
ど
詳
し
い
調
査
は
し
て

い
ま
せ
ん
が
、大
小
の
郭

く
る
わ（

兵
を
駐
屯

ち
ゅ
う
と
ん

さ
せ
る
平
坦

へ
い
た
ん

面
）が
一
〇
ヵ
所
も
あ
り
、

敵
の
攻
撃
を
防
ぐ
た
め
の
土
塁

ど

る

い

（
土
で

築
い
た
高
ま
り
）も
五
ヵ
所
認
め
ら
れ
、

大
変
な
労
力
を
投
じ
て
作
ら
れ
た
城
跡

だ
と
分
か
り
ま
す
。 

 

戦
国
時
代（
一
六
世
紀
初
頭
）に
宍
道

し

ん

じ

氏
と
い
う
武
将
が
治
め
た
の
が
始
ま
り

と
さ
れ
、
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
毛

利
元
就
が
尼
子
氏
追
討
の
た
め
に
本
格

的
に
築
い
た
と
江
戸
時
代
の
書
物
『
雲う

ん

陽
軍

よ
う
ぐ
ん

実
記

じ

っ

き

』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
な
ぜ
こ
こ
に
城
を
築
い
た
か
は
、
現

在
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
城
跡

に
登
っ
て
み
れ
ば
分
か
り
ま
す
。
写
真

は
、
主し

ゅ

郭か
く

か
ら
出
雲
平
野
の
東
方
向
を

見
た
と
こ
ろ
で
、斐
伊
川
が
一
望
で
き
、

宍
道
湖
に
注
い
で
い
る
様
を
は
っ
き
り

と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
目
を
西
に

転
じ
る
と
、
長
浜
の
先
に
日
本
海
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
出
雲

平
野
の
全
貌
が
手
に
取
る
よ
う
に
分
か

り
、
敵
の
動
き
や
数
な
ど
、
戦
略
的
に

重
要
な
情
報
を
い
ち
早
く
察
知
で
き
る
、

そ
う
い
う
所
に
こ
の
城
跡
は
あ
る
の
で

す
。
毛
利
元
就
は
、
尼
子
氏
追
討
の
た

め
に
築
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
前
提
と

な
る
出
雲
平
野
の
武
将
の
動
き
を
け
ん

制
す
る
要

か
な
め

と
し
て
の
意
味
も
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
登
っ
て
み
る
と
結
構
き
つ
い
も

の
だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
が
、
戦

国
武
将
の
心
意
気
と
春
の
気
配
を
感
じ

な
が
ら
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
登
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。 

 
 
 

（
野
坂
俊
之
） 

             

出雲大社御本殿の写真撮影。 

大判カメラで、かぶり布（写真の赤い

布）をかぶってピントを合わせ撮影。 

デジカメ（左）と大判カメラ 

鳶が巣城跡から見た宍道湖・斐伊川・

出雲平野 



 

 

 

 

第５号 

4 

★★
博博
物物
館館
講講
座座
のの
ごご
案案
内内  

 

▼
開
館
２
周
年
記
念
講
座 

 

「日
本
古
代
の
流
通
経
済
と 

も
の
つ
く
り 
―
宮
都
を
中
心
に
―
」 

５
／
６
（
日
）
14
時
～
16
時 

【
講
師
】
栄

さ
か
え

原は
ら

永
遠
男

と

わ

お 
氏 

（
大
阪
市
立
大
学
大
学
院 

文
学
研
究
科
特
任
教
授
） 

●
受
講
料 

無
料 

●
定
員 

80
名
（
申
し
込
み
必
要
） 

 

▼
博
物
館
職
員
リ
レ
ー
講
座 

 

①
「
平
安
時
代
の
し
ま
ね
の
須
恵
器
」 

５
／
20(

日)

14
時
～
16
時 

【
講
師
】
原 

俊
二 

②
「
弥
生
時
代
の
し
ま
ね
」 

６
／
10(

日)

14
時
～
16
時 

【
講
師
】
坂
本
豊
治 

③
「
縄
文
時
代
の
し
ま
ね
」 

６
／
23(

土)

14
時
～
16
時 

【
講
師
】
幡
中
光
輔 

 

●
受
講
料 

各
３
０
０
円 

●
定
員 

各
80
名
（
申
し
込
み
必
要
） 

 

★★
博博
物物
館館
応応
援援
団団
！！  

ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
団団
体体
紹紹
介介
①① 

「「
出出
雲雲
弥弥
生生
のの
森森
公公
園園  

フフ
レレ
ンン
ドド
クク
ララ
ブブ
」」  

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
は
、
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆
さ
ま
に
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。 

「
出
雲
弥
生
の
森
公
園
フ
レ
ン
ド
ク
ラ

ブ
」
は
、
会
員
数
39
名
で
、
弥
生
の
森

公
園
の
美
化
清
掃
活
動
を
定
期
的
に
行

な
っ
て
い
る
地
元
の
団
体
で
す
。
弥
生

の
森
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
支
援

に
も
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。。 

会
長
の
井
上
明
男
さ
ん
は
、
「
弥
生

の
森
は
、
出
雲
の
宝
と
い
う
よ
り
も
世

界
の
宝
で
す
。
こ
の
貴
重
な
財
産
を
、

き
れ
い
な
状
態
で
皆
さ
ん
に
見
て
も
ら

い
た
い
。」
と
話
し
ま
す
。 

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、
い
つ
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

    

       

★★
館館
長長
ココ
ララ
ムム
①①  

 

 

史
跡
公
園
「
出
雲
弥
生
の
森
」
も
、

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
か
ら
二
巡
目
の
春

を
迎
え
ま
し
た
。 

 

こ
の
冬
は
格
別
に
雪
が
多
く
、
吹
雪

い
て
向
こ
う
が
見
え
な
く
な
る
よ
う
な

日
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
ヒ
ヨ

ド
リ
の
大
群
が
林
の
中
に
棲
（
す
）
み

つ
い
て
、
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

例
年
よ
り
は
遅
か
っ
た
も
の
の
、
梅
が

咲
き
、
ウ
グ
イ
ス
が
鳴
き
だ
し
た
と
思

っ
た
ら
、
も
う
桜
の
季
節
で
す
。 

 

公
園
の
南
部
、
芝
生
広
場
あ
た
り
の

谷
は
、
か
つ
て
梅
園
が
あ
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。
四
半
世
紀
前
、
島
根
大
学
が
西

谷
三
号
墓
の
発
掘
を
し
て
い
た
こ
ろ
に

も
、春
先
に
は
調
査
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、

こ
こ
の
梅
を
見
に
来
た
も
の
で
し
た
。

そ
の
梅
が
今
も
元
気
に
咲
い
て
い
る
の

は
う
れ
し
い
限
り
で
す
。 

 

春
は
弥
生
の
森
が
い
ち
ば
ん
は
な
や

か
に
彩
ら
れ
る
季
節
で
す
。
種
々
の
花

に
包
ま
れ
て
、
毎
年
、
子
供
連
れ
の
お

客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。 

 

実
は
私
に
は
夢
が
あ
り
ま
す
。
中
国

地
方
に
多
い
日
本
在
来
種
の
シ
ロ
バ
ナ

タ
ン
ポ
ポ
で
公
園
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る

こ
と
で
す
。
今
、
公
園
の
東
側
に
シ
ロ

バ
ナ
タ
ン
ポ
ポ
が
群
生
す
る
一
角
が
あ

る
の
で
す
が
、
こ
れ
を
公
園
全
山
に
広

め
た
い
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
時
々
種

子
を
ま
い
て
い
た
の
で
す
が
、
残
念
な

が
ら
な
か
な
か
う
ま
く
育
て
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。 

 

博
物
館
常
設
展
示
の
「
西
谷
三
号
墓

１
／
10
模
型
」
に
は
、
シ
ロ
バ
ナ
タ
ン

ポ
ポ
が
た
く
さ
ん
咲
い
て
い
ま
す
。
気

付
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
か
？ 

 

弥
生
の
森
に
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
甲
高
い

声
が
響
き
わ
た
る
の
も
、
も
う
す
ぐ
で

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （

渡
邊
貞
幸
） 

       

(発行)出雲弥生の森博物館  2012 年４月 

〒693-0011 島根県出雲市大津町 2760 

(TEL)0853-25-1841 (FAX)0853-21-6617 

(e-mail) yayoi@city.izumo.shimane.jp 
http://www.city.izumo.shimane.jp/yayoinomori  

●入館料／無料（特別展等観覧料を除く） 

●開館時間／9:00～17：00(入館 16：30まで) 

●休館日／火曜日(祝日の場合翌日)・年末年始 

※各種講座は、当館へ電話・ＦＡＸでお申込みく

ださい。（講座名・氏名・住所・連絡先を記入） 

4/8の作業に参加された皆さん 


